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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・年末年始特別勤務手当の支給について
支給対象期間：12月31日（月）、1月1日（火）・2日（水）・3日（木）

支給場所：本部1F経理室（青南病院職員、本部事務員）

　支給時間：8：00～17：30 （ただし、13：00～14：00を除く）

当日、欠勤・遅刻・早退をした職員は、支給対象外となる為、注意すること。
受領時は、氏名サインまたは、印鑑（シャチハタ可）捺印。パート職員および出向職員は支給対象外となる。
昨年同様、当日は、出勤スタッフ1名がまとめて受け取ることとしている。
・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。期限は12月中。
・日誌やカンファレンスの回覧後に届くコメントに、指摘内容があれば直ぐに情報を伝え、対応するようにすること。
＜各種締め切り＞
・12月中　　データベース更新

・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、SST）」　講師：木村JGM　佐藤OT　場所:2階会議室
＜法人行事＞
・12/30（日）納会
・1/4　（金）互礼会

＜利用者様情報＞
デイケア
・立桶　真樹子様～本日体験利用を実施。スタッフからプログラムの説明をすると静かに聞いており、自身で参加したいプログラムを選び参加している。主に運動プログラムに参加していた為からか疲労感を訴えている。今後の体験利用について次回は1/4（金）午後を希望。1/8（火）外来受診であり、その際に正式利用について主治医へ伝えるとのこと。
・田名部　一樹様～本人よりデイケアの利用について昨日家族と相談した結果、援助は受けられない為、今後週3回の利用を希望すると話している。
・五十嵐知恵美様～本人より電話で問い合わせがあり、本日体験利用を実施。ストレス緩和に参加しており、一緒にストレッチを行っている。終了後に感想を聞くと「子供が小さいから、なかなか出来ない」と話している。次回の体験利用は電話連絡頂くこととしている。
・船場　幸子　様～昨日の外来で、手の感覚がなくなる事を再度相談し、漢方薬が2週間分処方になったと本人より話がある。すぐに効く訳ではない為、様子を見るように説明があったとのこと。「今はまだ感覚が戻るので大丈夫だと思います。」と返答している。プログラムには普段通り参加出来ている。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～昨晩、23：30カウンターにきて小遣いが足りないと訴えたり、食事当番をやりたい等と訴えてくることがあったが、説明や振り返りを行うと納得したような返答をしていたとのこと。デイナイトケアでは、妹様に電話をしたことを繰り返し話しており、スタッフが話そうとしても遮って話し続けている。減薬により眩暈は生じなくなったというが他者への話し掛けが多くなったことについて副作用だと話している。
・佐藤　ミツ子様～昨晩、20：30血圧180/101㎜Hg（再検152/94㎜Hg）と高値であったが、不調を話すことはなかったとのこと。本朝の血圧値は異常なく、不調の訴えもないとのこと。デイナイトケアでは、スタッフとの対面時や他者との会話の様子では、落ち着きなく声高に話すこともなく、気分があがっているような状態は見受けらない。

・鈴木　真知子様～昼食後薬服用後に「帰りたい」とスタッフ奥の扉に向かおうとすることがあり介入すると素直に応じている。その言動について「正月だから」と話し、以後も表情冴えなくホール内を歩き回ったり椅子に座るとニヤついたりすることがあり、普段より落ち着きがない。実家に帰った後について問うと、「仕事したい」と話すがブランクがあり現実的ではないことを伝えている。
ナイトケア

・若松　邦生　様～グループホーム世話人より情報提供があり、今週水曜日精神的不調で就労先を早退しているとのこと。木曜日に病院受診予定であったが、「受診してもよくならないと思う」「言いたい事も出来ない」などと話しているため、世話人が病院受診の提案をすると了承されている。そのことに伴なって、本日世話人同行で病院受診をしている。受診前は、ナイトケアをやめたいとの発言が聞かれていたとのこと。受診時には、不安と異なり主治医へ相談することが出来ていたとのこと。相談内容は大きく分けて3つあり、1つ目は就労先のこと、2つ目は家族のことについて、3つ目はナイトケアを利用している下妻康貴様についてである。1つ目に関しては、好まれていないと思っていた管理者より早退したことを心配する電話が入ったとのことで、昨日に比べ解決していたとのこと。2つ目は、主治医が通所の日誌等を確認しており、話をしてくれたおかげですぐに不安は解消されたとのこと。3つ目に関しては、ナイトケアで話し合ってみてはどうかと提案があったことや、若松様の考えすぎで下妻様はそんなに深く考えていないのではないかと話をされたとのこと。その他、夕食後薬の服用方法について、夕食を食べる前に服用し落ち着かせてからナイトケアに行くようにしてみてはどうかと話があり、今後暫く実践していく事となっている。主治医面談後は、「頑張ります」との前向きな発言が聞かれている。次回来所時に詳細を確認する。
関　秀治　様　～　グループホーム世話人より情報提供があり、金銭管理のことや痩せた事について話を聞いている。話を聞いていると、やはり金銭的に余裕はなかったとのことで、「前ほど好きに物が買えない」との発言が聞かれている。以前は、デイケアの特定利用者様と外食に出かけることがあったが、今は無くなっているとのことで、「楽しみがない」と話している。外食に行かなくなったことと金銭管理で余裕がなくなったこととの関係性について、問うも関係性はないと話しているとのこと。その他、本人様の部屋がテレビのある部屋の隣とのことで、同グループホーム入居者がテレビを見ながら、政治について話している声がテレビよりもうるさいと話している。次回来所時に詳細を確認する。
＜外来患者様情報＞

・中村　与一郎様～著変なく経過。体調も悪くないですとのこと。来年1/9にB型の事業
所へ見学予定であるとのこと。処方継続。
・関　秀治様～調子はまあまあですと話している。食事や睡眠はとれているとのこと。処
方継続。
・中村　鶴子様～最近の調子は、だいたい良好であったが、相変わらず「空想」や物忘れ
が生じることはあるらしい。空想は10秒か20秒で終わるらしい。注意
力は「目の前にあるものが見えなくて周りのものが見える」と言ったこ
とがあるという。普段の作業中は、ワープロの活字のものは見えている
が、字で書いたものは見えない、ということもあるらしい。
・古舘　正行様～調子は良いですと表情は穏やかに話している。。目立った精神症状の悪化
はない。処方継続。
・津嶋　イチ子様～外泊に行ってきます、と嬉しそうに話す。外泊を楽しみにしてやや落
ち着きのなさや多弁さがあったようだが、大きなトラブルには至らず。
処方継続。
・櫻川　貞二様～視力低下が著しく日常生活に支障をきたしている状態が続いている。そのためデイケアへの利用も行えていない。診察時には体調は変わりないです、と話す。受け答えはスムーズで時折笑顔もみられている。失明への不安はあるようが明らかな抑うつの悪化はないと思われる。今後通院などの補助としてヘルパーの利用も行う予定であるとのこと。次回内科受診時にレーザー治療ができるまで市民病院内分泌科へ血糖コントロール目的で入院になるかどうか決定するとのこと。精神科治療としては同内容で処方継続する。
